中村まさたかでございます。
いま、原宿の街にいらっしゃる皆さんには想像のできない事態が地方では起きています。

いま、地方の多くは危機的状況にあります。

私の地元・長崎県大村市も例外ではありません。

職がない、若者が育たないという地方固有の症状に加え、財政、人口、企業収益の悪化、インフラの老朽化など、客観的にみて、今のままの行政を続けていては未来がありません。

これらは20年以上も前から予測されていたにもかかわらず、政治に当事者意識と危機感がなく、まともな対策が取られてきませんでした。
いまの大村市のキャッチフレーズは「株式会社大村市」。

その「株式会社大村市」の社長は6期20年勤めておりますが、彼の経営に次の10年を見据えたビジョンはなく、企業があたりまえのように持つスピード感、状況判断力が伴っておりません。
人々が暮らす地域をこれまで通りの経営で潰すわけにはいきません。

いま、そこにある地方の危機を解決する当事者意識、地域の将来に少しでも関心があるのなら、「株式会社・・」などという言葉遊びはできません。

チェック機能が働かない長すぎる政権は、取り返しのつかない失敗、不公正の温存を生むリスクを抱えています。
次世代を育てない自治体に未来はありません。

政治の役割は、「今よりもよい未来にする」ことだと思います。

そのためには、これまで漫然と行っていたリーダーの選択を大胆に変える必要があります。

変えるということは、当事者意識を持って、正しい感覚、常識に照らしてより効果の高いもの、より公正なものを選択していくあたりまえの決断をしていけばいいだけです。
わたくし、中村まさたかは、生まれ育った大村を本当の意味で建て直し、多くの地方に強く良い影響を与える存在にしていきます。
私がこの次世代の党、東京政治塾に入塾したのも、前杉並区長の山田宏先生はじめ、様々な先生方から、行政を立て直すヒントを学び、生まれ育った大村市を見せ掛けや、口先だけでなく、本当の意味で立て直したいと思ったためであります。

本日で、塾の方は卒塾となりますが、この塾で学んだことを活かし、今後も生まれ育った大村市を建てなおすため、日々精進してまいります。
わたくし、中村まさたかの地方を変える健全な改革へのご支援をお願い申し上げ、この場での訴えとさせていただきます。

ありがとうございました。
